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iii）月蝕限界内に位置する事
月蝕起り得ず．
〃　走旦り4懸、る．
〃必ず起る．
の有無を調べる尺度
としてみる．此の限
界値は，太陽と地球
と月の距離及び白道
　本影の観牟樫は，前平から判る檬に，角CEV　・・　P十P一’Sとなるが，此の値は
準均4G’内外であり，黄道と白道とは508～の交角をなしてみる故，陰影も月も
共に交鮎附近に存しなV・限り，月蝕は起り得すして，月は陰影外に出て了ふ．
第4圖はその關係を表したもので，月がM”よb遠く交黒印から離れると，月’I
鰻三二蜘漁一門誰
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の傾斜等が原因して，12。15’から9。30ノの間を攣化する．影の中心と交貼との黄
経を，夫れ・謎々λ，Ωとすれば，次の如く結論され得る．
12。〈λ一Ω　　　　ならば　　月蝕起り得ず．
120＞λ一Ω＞go．5　　t／　　　〃起り得rる．
　　λ一Ω〈9。．5　　〃　　　〃必ず起る．
　　　　　　　　　　　　II。月蝕方程式の導入
　老S．球面三角法の饒弦法則間接に月蝕計算に必要と思はれる知識は，大
呼以上で墨きた．熔よいよ計算に使ふ方程式を立てる前に，球面三角形に目す
る公式を導いて置くのも，未だ球面三角法を學ばれない人や，忘れて了つた人
に取っては，決して，無駄とはならなV・であらう．尤も，公式を澤山羅列した
とて，冗漫にわたるのみで，目的でもないから，此所では満州法則のみを論明
しておこう．（つづく）
　編輯後記一一蓮載中の＝・ウヵムの球面天文三郎輝は，取り外して別に綴り込
みや製本の出來るやうに，特に毎回の中央に入れてをりますから，御利用下さ
い．無血の會誌たる「天界」は會員の方々の御協力がなければ充分な働きをな
すことは出山ません．奮って御投稿なり，二二間，御意見なりをお邊り下さい
（投稿規定は第262號第133頁，但し採否は御任せ下さV・）．
